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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
埼玉県防災学習センターにおける展示ブースの企画・設計・設営と題しまして、
長谷川研究室の小松が発表いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この度、埼玉県防災学習センターに協力するにあたって
本学で制作した防災学習教材の提供とあわせて、
教材の活用するための展示ブースの企画・設計・設営をする機会を得ました。
今回、展示ブースの企画・設計・設営に関する一連の流れを
こちらの1から4の順に発表致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、施設の概要です。
埼玉県防災学習センターとは。
体験を通して防災について学習し、知識と理解を深めて、
災害に強い地域づくりにすることを、目的とした体験型学習施設です。


ER D E>PE - Hita >t T o DBefore&after—FE & 6

BEERKSEE LA — (BETEER)

] <] " ; i = L 3 | S n
W = ™ ."1 '. i u ] = ;.-___]j
o2 HE :
F2RRE 'fﬁ;—_i_l,. 5 EIRFE
oW .
L = n AWK e 5
‘ \ i8qd5- SRS T -
N . th = ) /o
| Vzvrs22/, 1F . 2F
- . L *""‘ﬂr e & a L &
et R - EBE it I
[ m - _* 2 . n P

—(BRI—zeLTHA |
FEE% 1 PEDEIS OmEE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、施設の簡易平面図です。
展示ブースの設営場所として、

（写真変更）

施設の1階、第２展示場の約50㎡を利用させていただき、制作を進めていきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、利用する改装する前の全景写真です。
以前まで、防災情報を伝言していくスペースとして利用していました。
ですが、
今では、時代環境に相応できず、未使用スペースとなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、未使用ブースの写真です。
現在は伝言ブースとして、活用ができない状態となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、伝言ブース前のオープンスペースの写真です。
オープンスペースも利用する機会がなく、空きスペースとなっている状況です。


BEEDE-1E - %5t T FothEDBefore&after—>F &6 .

it - FEra T b

NDIRIKIZTHL....

o - #E

$

3-oQavtTk



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
改装前の現状に対して、
展示ブースを制作するための企画・設計を検討し、

（アニメーション）

今回３つのコンセプトを設けました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、一つ目のコンセプト、「 リユース 」です。
（アニメーション）
学習教材の保管と活用の目的に対して、
（アニメーション）
今回、伝言ブースとして、かつて利用していた未使用ブースを再利用することにしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提供する防災学習教材はこちらの４つです。未使用ブースに収納できるほどの大きさだったので、
今回、保管場所として利用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして展示ブースとして展開していく中で、
ブースの正面に、教材説明用のパネルを設置することを構想しました。
新しい試みとして、学習教材を出し入れしやすいように、
巻き上げることができるロール式のパネルを考案しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
展示ブースで学習教材を活用していく中で、
2つ目のコンセプト「 ラーニング・コア 」を考えました。
学習教材の活用にあたり、利用者が楽しんで学習できる環境を提供していくために、
ブース前のオープンスペースを利用し、
展示パネルで学習したことをその場で実演・体験できる「学習の広場」を構想しました。
構想を具現化させるため、完成イメージスケッチや完成模型を制作をしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンセプト3つ目として「 プレゼンス 」です。
学習教材の提供にあたって、本学の地域貢献を見える形にしたいと考えました。
記者会見でよく見られる市松模様を採用し、
（　写真変更　）
今回、本学のロゴを含めたオリジナルデザインと埼玉県防災学習センターのオリジナルデザインを考案しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の3つのコンセプトに基づて、
展示ブースの設営を進めていきました。
設営工程として、ロール式パネルの設営と
オリジナルデザインの市松模様パネルの設営を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
設営後、、、、
改装前の未使用スペースの全景が、、、、
（写真変更3秒）
改装後には新しい展示ブースに生まれ変わりました。
オリジナルデザインがされた市松模様は、見える形として表現することができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
未使用となっていた伝言ブースでは現在、、、、
（　写真変更3秒　）
学習教材の展示ブースとして、改装することできました。
（　写真変更1.25秒　）
ロール式パネルの採用により、
教材が出し入れできるよう
コンセプトに沿って設営することができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、利用機会がなかったオープンスペースも、、、、
（変更1.25秒）学習教材を利用して、
（変更２秒）楽しく体験ができる「学習の広場」となりました。
（変更２秒）
実際に子供たちが集まって、楽しむ姿が確認でき、
ラーニング・コアの実現ができたと考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめです。
防災学習教材の提供に際し、展示ブースの企画・設計・設営をする機会を得ることができました。

企画・設計にあたり、３つのコンセプトを設け、
「リユース」 「ラーニング・コア」  「プレゼンス」に基づき、
展示ブースを設営していきました。
「学習の広場」の構想を含めた展示ブースが完成し、
体験型学習施設としての一層の充実が図ることができました。
また、教材の提供などにより、
防災教育に対する地域貢献をすることができたと考えられます。

以上で
発表を終わります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設の概要を説明いたします。
埼玉県防災学習センターとは、災害に強い地域づくりのため、
地震や防風などの災害時に対処方法を楽しく体験できる、体験型学習施設です。
埼玉県鴻巣市に立地しており、大学から車で5分くらいの場所にあります。
建築物構造は〇〇構造で、〇〇〇〇年に施設ができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設の利用として、
平日は、小学校の社会科見学や保育園・幼稚園、自主防災会、自治会、防災クラブ等の
多くの団体が利用しています。
土日、祝日は、家族連れや県外の方々も来館しています。
また、海外から来た利用者もいます。

また、施設の利用として、自治会や自主防災会などが
会議として利用していることもあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
詳細図面はこちらとなります。
見づらいと思いますが、元々ブース自体はありまして、
900㎜×900㎜の正方形ブースが４つと
900㎜×1200㎜の長方形ブースが２つあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
設営につきましては、三日間で設営を行っていきました。
設営工程として、こちらをご覧ください。
ロール式パネルの設営は1.5日、市松模様パネルの設営は1.5日で行っていきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
展示ブースの利用として、常設した展示ブースとなっていますが、
基本的に、施設のイベントや講演会のときに、
展示ブースを開くようにしています。
現在、決まっているのは、2月11日と3月の20日、26日に、展示ブースを利用するそうです。


HEER

T ERR/ A RILDERTE

HDIKYXFE HOIYKE
BERMERFEEVS—

InsTiTUTE

Or
BERMKEFEEEVS— TecHNoLOGISTS

BERBKEEES— HOHKYKFE HDOKYKE

#E15cm x fE30cmD KA 25¢m X 25¢cmd) 1IE A iz



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、25㎝×25㎝の正方形で制作していきました。
埼玉防災学習センターには決まったロゴマークは存在していなかったので、
ゴロ無しで、かつシンプルに。縦15㎝×横30㎝の長方形で制作していきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回提供をする防災学習教材です。
既存しているブースに収まるため、保管場所として利用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市松模様パネルを貼り付け行う際に、下地材として使用していきました。
接着剤が、つきやすくプリントした紙もつけやすいことから、設営で使用していきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オリジナルデザインをプリントするにあたり、光沢紙薄口を使用していきました。
厚口と薄口がありましたが、薄口でも頑丈であったので、薄口を使用していきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、コンセプトその１、「 リユース 」です。
先ほど見ていただいた設置してある災害情報を伝言するブースを再利用します。
今回提供する学習教材が既存しているブースに収まるスペースだったので、保管場所として利用し、
ブースの正面には、教材説明用のパネルを設置しようと構想しました。
そして新しい試みとして、学習教材を出し入れしやすいように、
（　写真変更　）
巻き上げることができるロール式のパネルを採用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
卒業制作に際して、埼玉県防災学習センターの進藤博文所長、
吉田剛企画推進グループ長、富山加代子推進企画担当の各
氏にご協力を賜り、深く感謝致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして未使用ブースを学習ブースとして展開していく中で、
ブースの正面に、教材説明用のパネルを設置しようと構想しました。
新しい試みとして、学習教材を出し入れしやすいように、
巻き上げることができるロール式のパネルを考案しました。
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